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書 

評
　

野
村
敬
子
著

『
女
性
と
昔
話
』

竹 

内　

邦 

孔　

「
女
性
」
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
の
タ
イ
ト
ル
に

ひ
る
む
。

そ
れ
に
の
み
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
と
、
口
承
文

芸
研
究
の
世
界
で
ど
の
よ
う
に
「
女
性
」
が
問
題

化
さ
れ
て
き
た
か
、
そ
の
一
端
を
知
る
た
め
に
、

『
口
承
文
芸
研
究
』
を
手
に
と
る
と
、「
女
性
」
を

主
題
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
二
〇
〇
七
〜

〇
九
年
に
か
け
て
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
目
に

入
る
。
そ
の
時
、
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
大
き
な

主
題
に
ど
う
向
き
合
お
う
と
し
て
き
た
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
二
〇
〇
七
年
に
は
「
女
性
と
口
承
文
芸
」

が
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。
報
告
者
の
一

人
で
あ
っ
た
間
宮
史
子
氏
は
、『
口
承
文
芸
研
究
』

三
十
一
号
（
二
〇
〇
八
年
）
で
、「
こ
の
テ
ー
マ

に
は
、
複
数
の
レ
ベ
ル
が
存
在
す
る
。
話
の
内
部

の
問
題
、
話
の
伝
承
経
路
や
語
る
話
と
の
関
係
と

い
っ
た
語
り
手
の
問
題
、
語
り
の
場
や
聞
き
手
と

い
っ
た
語
り
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
問
題
、
そ
し
て
、

口
承
を
と
り
扱
う
調
査
者
や
編
集
者
、
研
究
者
や

再
話
者
や
出
版
者
の
問
題
。
日
本
の
口
承
研
究
に

お
け
る
女
性
あ
る
い
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
こ
れ
か
ら
調
査
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
非
常
に
多
い
」
と
今
後
の
展
望
を
総
括

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
八
年
に
は
「
ア
イ

ヌ
・
女
性
・
口
承
文
芸
」、
二
〇
〇
九
年
に
「
口
承

文
芸
研
究
と
女
性
│
研
究
史
に
根
ざ
し
て
」
が
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
回
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
た
の
が
、
野
村
敬
子
氏
で
あ
る
。
氏
は
『
口
承

文
芸
研
究
』
三
十
三
号
（
二
〇
一
〇
年
）
に
寄
せ

た
文
章
で
、「
骨
子
に
「
研
究
史
と
女
性
の
社
会
性
」

を
お
く
こ
と
に
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
女

性
の
社
会
性
」
が
、
本
書
に
収
め
ら
れ
た
論
文
に

通
底
し
た
問
題
意
識
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
そ
れ

が
、
著
作
の
著
者
紹
介
の
欄
に
、「
主
婦
」
と
記
し

て
き
た
野
村
敬
子
と
い
う
一
人
の
研
究
者
の
そ
の

研
究
の
基
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
本
書
の
構
成
を
紹
介
す
る
。
本
書
の

論
考
は
、
最
終
稿
を
除
き
、
國
學
院
大
學
栃
木
短

期
大
學
國
文
學
會
誌
『
野
州
國
文
學
』
が
初
出
で

あ
る
。

周
産
期
と
口
承
文
芸
│
人
生
最
初
に
出
会
う
も

の
│
（
70
号
、
平
成
十
四
年
十
月
）

昔
話
の
伝
承
と
深
化
│
山
形
県
北
の
瓜
姫
譚
・

「
胡
瓜
姫
ご
」
を
め
ぐ
っ
て
│
（
73
号
、
平
成

十
六
年
三
月
）

女
性
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
（
一
）
子
守
唄
の
身
体

性
（
75
号
、
平
成
十
七
年
三
月
）

女
性
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
（
二
）
産
屋
の
「
桃
太

郎
」（
76
号
、
平
成
十
七
年
十
月
）

女
性
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
（
三
）
魚
女
房　

煌
く

台
所
（
78
号
、
平
成
十
八
年
十
月
）

女
性
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
（
四
）
女
房
と
い
う
怪

異
（
80
号
、
平
成
十
九
年
十
月
）

女
性
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
（
五
）
嫁
姑
・
不
幸
な

る
話
柄
（
82
号
、
平
成
二
一
年
三
月
）

女
性
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
（
六
）「
成
女
戒
」
と
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「
を
と
め
」
│
口
承
資
料
か
ら
再
び
│
（
83
号
、

平
成
二
二
年
三
月
）

女
性
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
（
七
）「
お
ん
な
・
老
い

語
り
」
の
可
能
性
（
84
号
、
平
成
二
三
年
三
月
）

以
降
、
こ
こ
ま
で
の
連
作
を
「
一
」、「
二
」
の

よ
う
に
示
す
。

「
口
語
り
」
の
原
風
景
│
竹
富
島
・
前
新
ト
ヨ

さ
ん
の
語
り
│
（
86
号
、
平
成
二
五
年
三
月
）

産
屋
の
夜
伽
（『
月
刊
百
科
』

279
号
、
平
凡
社
、

昭
和
六
一
年
一
月
）

管
見
の
か
ぎ
り
で
は
、
全
体
の
「
は
じ
め
に
」

と
「
あ
と
が
き
」
を
除
き
、
単
行
本
化
に
あ
た
っ

て
の
文
章
の
異
同
は
み
ら
れ
な
い
。

ま
ず
目
を
引
く
の
は
、
最
終
稿
で
あ
る
。
女
性

が
命
懸
け
で
臨
む
出
産
の
場
の
夜
伽
と
い
う
習
俗

を
描
く
こ
の
論
文
は
、「「
産
む
性
」「
育
て
る
性
」

と
し
て
の
女
性
の
在
り
よ
う
を
昔
話
を
聴
く
場
に

よ
っ
て
証
す
こ
と
の
出
来
る
「
女
性
民
俗
の
根
源
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
」
も
の
で
、
自
身
の
「
原

点
と
な
っ
た
視
点
」、「
初
心
」
で
あ
る
と
す
る
。

参
考
文
献
に
は
、
著
者
の
初
期
の
代
表
作
が
並
び
、

一
般
向
け
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
で
あ
る
と
い

う
性
質
か
ら
も
、
そ
れ
ま
で
の
著
者
の
研
究
の
軌

跡
が
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
、
い
わ
ば
自
己
紹
介

の
文
章
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
論
文
集
に
は
全
体
を
覆
う
視
点

が
あ
る
。
ま
ず
は
、
著
者
自
身
が
「
は
じ
め
に
」

で
、
本
書
を
、「
昔
話
の
実
感
実
証
・
伝
承
動
態
と

女
性
た
ち
の
有
機
的
な
「
声
の
習
俗
」
を
記
し
た
」

と
位
置
付
け
て
い
る
よ
う
に
、「
昔
話
の
実
感
実
証
」

が
あ
げ
ら
れ
る
。

著
者
の
実
感
実
証
と
は
、
師
の
臼
田
甚
五
郎
が

説
い
た
も
の
で
、「「
語
り
手
」
を
訪
ね
、「
聴
き

手
」
と
し
て
魂
の
ふ
れ
あ
う
人
間
関
係
な
し
に
、

昔
話
の
研
究
は
な
し
得
な
い
と
い
う
教
え
」（「
は

じ
め
に
」『
語
り
の
廻
廊　

聴
き
耳
の
五
十
年
』

二
〇
〇
八
年
、
瑞
木
書
房
）
で
あ
る
。
語
り
手
を

訪
ね
る
と
い
う
こ
と
、
そ
の
中
で
も
特
に
、
著
者

の
故
郷
、
山
形
県
真
室
川
町
の
存
在
が
光
る
。
そ

の
故
郷
へ
の
信
頼
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
に
当
地

の
伝
承
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
現
在

に
至
っ
て
、
決
ま
っ
て
二
月
に
真
室
川
町
に
調
査

に
出
か
け
る
こ
と
を
、「
私
の
こ
う
し
た
定
位
置

観
察
は
故
郷
の
言
葉
を
私
の
昔
話
に
お
け
る
伝
承

言
語
の
第
一
義
と
し
、
昔
話
研
究
に
最
優
先
と
す

る
発
想
か
ら
続
け
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
私
の
場
合
、
山
形
県
最
上
郡
中
心
の
女
性
民

俗
学
的
方
法
に
よ
る
昔
話
研
究
、
論
文
も
そ
れ
ら

か
ら
導
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。」
と
い
う
、「
四
」

に
含
ま
れ
る
記
述
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
の
冒
頭
部
分
は
、
執

筆
の
動
機
を
述
べ
て
い
く
部
分
で
あ
る
が
、
ご
く

身
近
な
で
き
ご
と
や
、
家
族
の
話
題
か
ら
そ
れ
を

書
き
起
こ
す
か
た
ち
を
と
る
。
こ
こ
に
研
究
者
と

い
う
立
場
だ
け
で
は
な
く
、
一
人
の
生
活
者
と
し

て
の
著
者
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。
著
者
は
特
に

調
査
に
出
る
こ
と
を
「
採
訪
」、「
旅
」
と
表
現
す

る
が
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
部
分
に
ふ
れ
る
と
、
日
々

の
生
活
こ
そ
が
研
究
で
あ
り
、
著
者
の
旅
で
あ
る

と
思
わ
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
伝
承
地
域
や
昔
話
の

概
要
を
冒
頭
に
持
っ
て
く
る
方
法
と
は
異
な
り
、

や
は
り
ま
な
ざ
し
は
「
人
・
語
り
手
」
に
向
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

そ
も
そ
も
、
論
考
で
引
か
れ
て
い
る
口
承
資
料
は
、

ほ
ぼ
、
実
際
に
氏
が
聴
き
と
っ
た
話
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
事
例
数
は
少
な
い
よ
う
に

み
え
る
が
、
そ
の
背
後
に
一
つ
の
事
例
紹
介
に
収

ま
り
き
ら
な
い
伝
承
世
界
の
大
き
さ
を
想
像
さ
せ

る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
語
り
手
と
出
会
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い
、
一
度
の
出
会
い
で
は
な
く
、
そ
の
語
り
手
に

じ
っ
く
り
向
き
合
っ
て
き
た
著
者
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
文
体
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
次
の
視
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、

「
口
語
り
」
で
あ
る
。「
口
語
り
」
と
は
、「「
話
者

の
口
承
・
言
葉
を
総
じ
て
享
け
入
れ
る
聴
き
取
り

の
方
法
」
で
あ
」
り
、
野
村
純
一
氏
が
、
昭
和

三
八
年
に
「
鷹
匠
口
語
り
」（『
芸
能
』
五
巻
十
一

号
、
十
二
号
所
収
、
芸
能
学
会
）
の
よ
う
に
用
い

た
語
で
あ
る
。
著
者
は
、
こ
の
言
葉
以
前
を
、「
聴

き
手
側
の
理
由
を
優
先
さ
せ
た
方
法
で
口
承
文
芸

資
料
を
求
め
て
い
た
。
昔
話
の
内
容
に
は
注
目
し

た
が
本
来
そ
こ
に
あ
る
筈
の
、
語
り
手
と
聴
き
手

の
関
係
性
や
語
り
の
場
の
雰
囲
気
を
な
い
が
し
ろ

に
し
た
感
も
あ
る
。
資
料
以
外
の
個
人
的
な
話
は

無
駄
な
も
の
と
し
て
歓
迎
し
な
か
っ
た
。」
と
指
摘

し
、
語
り
手
の
日
々
の
生
活
と
不
可
分
の
関
係
に

あ
る
昔
話
を
そ
の
昔
話
の
部
分
だ
け
切
り
分
け
て

考
え
て
き
た
こ
と
を
明
か
す
。
そ
し
て
、
こ
の
方

法
に
は
語
り
手
が
主
体
的
に
自
身
の
生
活
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
で
、「
内
発
的
な
口
承
に
よ
っ
て
、

事
実
譚
、
生
活
譚
が
紡
ぎ
だ
さ
れ
る
が
、
そ
の
経

緯
に
昔
話
、
伝
説
が
内
包
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

そ
れ
は
未
分
化
な
口
承
文
芸
の
動
態
確
認
と
も
な

ろ
う
。
未
生
の
物
語
と
の
出
会
い
、
口
承
世
界
な

る
が
故
の
語
り
手
と
共
有
し
な
が
ら
構
築
す
る
世

界
が
あ
る
。」
と
、
こ
の
方
法
を
提
唱
す
る
。
野

村
純
一
氏
は
、
そ
れ
以
降
用
い
な
か
っ
た
が
、
こ

の
「
口
語
り
」
の
語
の
創
出
に
、
共
同
研
究
者
と

し
て
関
わ
っ
た
著
者
は
、
自
身
の
著
作
の
タ
イ
ト

ル
な
ど
に
自
覚
的
に
用
い
て
い
る
。
例
え
ば
、『
渋

谷
む
か
し
口
語
り
』（
平
成
十
五
年
、
渋
谷
区
教
育

委
員
会
）。
そ
し
て
、
本
書
の
「
口
語
り
」
の
原
風

景
」
で
言
及
さ
れ
る
前
新
ト
ヨ
氏
が
、
語
り
手
の

一
人
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
、『
語
り
の

廻
廊
』（
二
〇
〇
八
年
、
瑞
木
書
房
）
所
収
の
「
口

語
り
」
に
続
き
、『
栃
木
口
語
り　

吹
上
現
代
古
老

に
聴
く
』（
二
〇
一
〇
年
、
瑞
木
書
房
）
が
上
梓
さ

れ
、「
口
語
り
の
可
能
性
」（『
昔
話　

研
究
と
資
料
』

40
所
収
、
平
成
二
四
年
、
日
本
昔
話
学
会
）
が
発

表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
語
は
、
徐
々
に
著
者
の
中

で
欠
か
せ
な
い
方
法
と
し
て
獲
得
さ
れ
て
い
っ
た

言
葉
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

論
文
の
概
要
を
紹
介
す
る
と
、「
周
産
期
と
口
承

文
芸
」
は
、
妊
娠
二
二
週
か
ら
出
生
後
七
日
未
満

ま
で
の
期
間
・
周
産
期
の
記
憶
が
あ
る
人
々
を
取

り
上
げ
る
と
と
も
に
、
そ
の
期
間
に
妊
婦
と
胎
児

の
周
辺
で
行
わ
れ
た
声
の
習
俗
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
昔
話
の
伝
承
と
深
化
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
の
は
昔
話
「
胡
瓜
姫
ご
」
で
あ
る
。
こ
の
昔
話

は
、
分
類
で
は
、「
瓜
子
織
姫
」
の
一
類
話
と
み
な

さ
れ
る
が
、
伝
承
地
域
の
一
つ
で
あ
る
、
山
形
県

真
室
川
町
の
人
々
が
「
胡
瓜
」
に
こ
だ
わ
っ
て
語

る
こ
と
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
し
て
、
語
り
の

中
の
描
写
か
ら
、「
胡
瓜
」
が
実
は
、
地
胡
瓜
と
し

て
栽
培
さ
れ
て
き
た
、「
シ
ベ
リ
ア
胡
瓜
」
で
あ
る

こ
と
に
た
ど
り
着
き
、「「
胡
瓜
姫
ご
」
は
類
型
中

の
少
数
派
な
立
場
に
留
め
ら
れ
て
い
た
が
、「
深
化

の
」
昔
話
研
究
上
で
は
、
特
有
の
地
方
文
化
の
歴

史
的
証
左
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ

る
。
何
故
、そ
こ
に
語
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
か
、
そ
の
変
遷
の
結
果
を
探
る
こ
と
は
、
一
方

で
今
後
ど
の
よ
う
に
語
り
継
ぐ
か
の
問
題
と
も
連

動
す
る
」
と
、
こ
の
昔
話
の
未
来
ま
で
も
見
通
そ

う
と
す
る
。

「
一
」
で
は
、
子
供
の
た
め
の
魔
除
け
の
習
俗

を
、
子
守
唄
や
神
事
で
の
唱
え
事
、
沖
縄
・
八
重

山
地
方
の
文
身
、
祝
儀
性
や
モ
ノ
ガ
タ
リ
性
の
強
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い
衣
類
や
寝
具
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を

時
代
の
縦
軸
と
横
軸
と
を
駆
使
し
て
遍
く
紹
介
し

て
い
る
。

「
二
」
で
は
、
そ
の
な
か
で
も
そ
の
モ
ノ
ガ
タ
リ

性
を
期
待
さ
れ
た
、「
ち
い
さ
子
」
の
一
人
、
桃
太

郎
に
つ
い
て
、
爺
と
婆
が
若
返
る
「
回
春
型
」
の

ひ
ろ
が
り
を
近
世
の
史
料
か
ら
と
り
あ
げ
て
い
る
。

「
三
」
で
は
、
旅
先
の
近
江
彦
根
城
下
で
出
会
っ

た
鯉
へ
の
意
識
、「
鯉
女
房
」
か
ら
昔
話
の
世
界

へ
と
入
り
、
淡
水
魚
と
稲
作
の
か
か
わ
り
と
い
う

共
通
点
か
ら
、
真
室
川
の
「
鮭
の
大
助
」
の
世
界

へ
舵
を
切
り
、
昔
話
「
鮭
女
房
」
と
、
そ
の
語
り

手
の
伝
承
世
界
に
あ
る
エ
ビ
ス
講
の
日
の
記
憶
を

「
母
が
司
祭
と
な
る
台
所
、
エ
ビ
ス
大
黒
の
祀
ら
れ

る
ハ
レ
の
場
と
し
て
煌
く
台
所
と
そ
の
賑
わ
い
が

伝
わ
っ
て
く
る
」
と
表
現
し
て
、
昔
話
の
背
景
に

あ
る
、
台
所
・
納
戸
と
い
う
場
所
と
民
俗
社
会
で

の
女
性
の
社
会
性
を
問
題
点
と
し
て
浮
上
さ
せ
て

い
る
。

「
四
」
は
、「
喰
わ
ず
女
房
」「
女
房
の
首
」「
鬼

女
房
」
に
つ
い
て
、
女
性
と
男
性
の
民
俗
的
位
相

や
好
み
の
違
い
に
よ
っ
て
、
ど
こ
に
主
眼
が
置
か

れ
た
話
に
な
る
か
と
い
う
、昔
話
に
み
ら
れ
る
「
性

差
」
の
論
考
で
あ
る
。
女
性
が
管
理
、
場
の
祭
祀

を
担
当
す
る
納
戸
に
は
、
禁
忌
や
秘
事
が
多
く
、

そ
れ
を
覗
き
見
た
夫
に
死
と
い
う
制
裁
が
訪
れ
る

「
喰
わ
ず
女
房
」
の
結
末
を
当
然
と
す
る
女
性
の
感

覚
。
そ
れ
を
受
け
入
れ
が
た
い
怪
異
と
捉
え
る
の

が
男
性
の
感
覚
で
あ
る
と
の
指
摘
で
あ
る
。
ま
た
、

「
鬼
女
房
」
の
、
鬼
で
あ
り
な
が
ら
夫
へ
の
愛
が
生

ま
れ
て
し
ま
う
点
に
、
女
性
の
共
感
を
み
る
。

「
五
」
は
、「
肉
付
き
の
面
」
で
、
な
ぜ
嫁
と
姑

が
対
立
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
か
を
、
福
井

県
の
「
吉
崎
御
坊
参
り
」
に
ま
つ
わ
る
伝
承
か
ら

考
察
す
る
。
著
者
は
、
文
芸
作
品
に
も
み
ら
れ
る

こ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
つ
い
て
、
嫉
妬
深
さ
に
対
す

る
罪
か
ら
の
女
性
救
済
と
い
う
物
語
要
素
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
、
ま
と
め
る
一
方
で
、
嫁
姑
の
昔

話
を
、「
ひ
と
つ
家
で
暮
ら
す
女
性
の
鬱
屈
、
女
性

心
意
を
逆
手
に
と
っ
た
後
味
の
悪
い
昔
話
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
私
は
嫁
姑
に
仕
掛
け
ら
れ
た
「
不
幸
な

る
話
柄
」
と
し
て
み
た
。
だ
れ
が
仕
掛
け
た
か
と

言
え
ば
、
説
教
師
な
ど
の
仏
教
口
舌
者
、
も
ち
ろ

ん
男
性
に
違
い
な
い
。」
と
、
仏
教
的
思
考
と
い
う

言
葉
の
背
景
に
見
え
隠
れ
す
る
女
性
に
対
す
る
好

奇
の
目
線
を
チ
ク
リ
と
批
判
し
て
い
る
。

「
六
」
は
、『
日
本
民
俗
研
究
大
系　

第
4
巻　

老
少
伝
承
』（
昭
和
五
八
年
、
國
學
院
大
學
）
で
著

者
が
執
筆
を
担
当
し
た
、「
成
女
戒
」
と
「
を
と
め
」

と
い
う
折
口
語
彙
を
、
歌
謡
と
昔
話
か
ら
再
び
捉

え
な
お
そ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。「
を
と
め
」
と

は
初
潮
に
よ
っ
て
女
性
に
な
る
者
、「
成
女
戒
」
は
、

「
子
ど
も
の
領
分
に
あ
っ
た
少
女
が
一
人
前
の
女
性

に
な
る
試
練
を
意
味
す
る
自
覚
的
な
も
の
」
で
あ

る
。
折
口
信
夫
が
「
水
の
女
」
を
南
島
の
信
仰
生

活
か
ら
発
想
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
著
者
は
ま
ず
、

南
島
歌
謡
に
そ
の
世
界
を
み
よ
う
と
す
る
。
そ
こ

に
は
初
潮
を
迎
え
た
女
性
が
身
に
付
け
る
衣
料
を

歌
う
歌
が
あ
り
、
そ
れ
を
歌
う
女
性
の
語
り
手
た

ち
が
初
潮
を
迎
え
て
か
ら
、
厳
し
く
機
織
り
を
し

つ
け
ら
れ
た
こ
と
を
紹
介
す
る
。
さ
ら
に
、
初
潮

の
際
に
月
小
屋
に
分
離
さ
れ
る
と
い
う
習
俗
と
、

昔
話
で
女
主
人
公
が
山
に
捨
て
ら
れ
た
り
、
幽
閉

さ
れ
た
り
す
る
物
語
要
素
に
試
練
と
い
う
意
味
が

み
ら
れ
る
と
い
う
関
敬
吾
の
指
摘
か
ら
、
渡
部
豊

子
氏
の
語
る
「
鬼
昔
」
に
、
山
の
機
織
り
小
屋
と

い
う
非
日
常
の
場
で
鬼
と
邂
逅
す
る
試
練
に
出
会

う
女
性
た
ち
が
語
ら
れ
る
こ
と
に
、「
成
女
戒
」
の

残
像
を
み
る
。
そ
し
て
、折
口
信
夫
の
視
点
に
「
男
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性
の
ロ
マ
ン
」
が
含
ま
れ
る
と
し
な
が
ら
も
、「
輸

入
宗
教
や
政
治
を
し
て
月
の
障
り
・
ケ
ガ
レ
と
し

て
排
除
さ
れ
た
女
性
の
自
然
を
あ
る
べ
き
姿
と
し

て
女
の
座
標
軸
に
置
い
た
こ
と
」
や
、「
を
と
め
」

の
認
定
を
、「
従
前
の
ま
つ
り
ご
と
で
、
超
自
然

と
し
て
意
識
さ
れ
た
巫
女
の
力
を
自
覚
的
な
「
女

性
全
体
、
誰
も
が
内
在
す
る
自
然
」
と
受
け
止
め
」

て
い
る
と
、
改
め
て
評
価
し
て
い
る
。

「
七
」
は
、
民
俗
社
会
の
中
で
同
じ
位
相
に
あ

る
子
ど
も
と
老
人
。
そ
し
て
そ
の
両
者
が
登
場
し
、

時
間
を
共
有
す
る
こ
と
を
語
る
昔
話
が
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
実
際
に
老
い
た
語
り
手
た
ち
が
語
る
姿
に
、

「
高
齢
の
透
徹
し
た
高
い
境
地
に
あ
る
伝
承
動
態
」

を
み
、
そ
れ
を
「
老
い
語
り
」
と
表
現
す
る
。
さ

ら
に
こ
の
論
考
で
は
、
そ
う
い
っ
た
語
り
手
た
ち

が
「
方
言
」
で
語
る
こ
と
に
焦
点
を
あ
わ
せ
、
東

京
在
住
の
二
人
の
女
性
の
語
り
の
実
践
に
注
目
す

る
。
ま
ず
は
、
山
形
県
出
身
の
菅
野
光
子
氏
が
取

り
組
ん
だ
、
文
芸
作
品
『
ぬ
く
い
山
の
き
つ
ね
』

の
全
編
方
言
で
の
語
り
直
し
か
ら
、
方
言
語
り
の

現
在
に
言
及
し
て
い
く
。
方
言
を
伝
承
言
語
と
呼

び
、
故
郷
を
離
れ
た
場
所
で
も
昔
話
を
伝
承
言
語

で
語
る
語
り
手
の
昔
話
に
耳
を
傾
け
て
き
た
著
者

は
、
方
言
を
昔
話
か
ら
排
除
し
て
い
く
動
向
に
異

議
を
唱
え
、
か
つ
て
日
本
で
吹
き
荒
れ
た
方
言
撲

滅
運
動
、
そ
れ
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
柳
田
國
男
や

柳
宗
悦
の
言
葉
を
紹
介
し
て
い
く
。
も
う
一
人
は
、

新
潟
県
出
身
の
中
野
ミ
ツ
氏
、
母
は
『
吹
谷
松
兵

衛
昔
話
集
』
の
小
林
ツ
ギ
氏
で
あ
る
。
ミ
ツ
氏
は

昔
話
を
語
る
時
、
聴
い
た
当
時
の
自
分
に
戻
っ
た

よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
と
い
う
。
ま
た
、
ミ
ツ
氏

の
昔
話
に
は
共
に
語
り
だ
さ
れ
る
幼
い
頃
の
思
い

出
が
含
ま
れ
、
そ
れ
は
彼
女
の
昔
話
と
不
可
分
で

あ
る
と
し
て
、
語
り
の
言
葉
を
「
口
語
り
」
と
い

う
総
体
と
し
て
捉
え
る
必
要
性
と
、
昔
話
を
集
成

し
分
類
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
方
法
を
反
省
し
な

が
ら
も
、
そ
の
両
者
の
融
合
と
い
う
研
究
方
法
を

模
索
し
て
い
く
こ
と
を
提
案
す
る
。

「
口
語
り
の
原
風
景
」
で
は
、
著
者
が
優
れ
た
語

り
手
と
し
て
向
き
合
っ
た
一
人
、
故
・
前
新
ト
ヨ

氏
、
そ
の
「
生
ま
れ
育
っ
た
神
の
島
・
沖
縄
県
八

重
山
郡
竹
富
島
人
な
ら
で
は
の
感
性
」
が
発
揮
さ

れ
た
口
承
資
料
を
「
思
い
出
し
語
り
の
言
葉
を
そ

の
ま
ま
記
述
す
る
方
法
「
口
語
り
」」
と
し
て
紹
介

し
、ト
ヨ
氏
の
伝
承
世
界
に
ふ
れ
る
た
め
に
向
か
っ

た
、
竹
富
島
へ
の
旅
の
様
子
を
描
い
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
み
て
く
る
と
、
冒
頭
か
ら
「
女
性
の

フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」
と
題
さ
れ
た
連
作
、
特
に
（
六
）

ま
で
の
論
考
は
、
か
ね
て
著
者
が
注
目
し
て
き
た

「
女
性
の
社
会
性
」
と
い
う
問
題
点
か
ら
考
え
る
こ

と
の
で
き
る
民
俗
事
象
を
た
ど
る
が
、
そ
れ
は
、

後
の
二
編
で
展
開
し
て
い
く
「
口
語
り
」
と
い
う
、

著
者
が
新
し
く
獲
得
し
た
視
点
へ
の
助
走
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
論
文
発
表
か
ら
五
年
を
経

て
著
者
は
本
書
を
上
梓
し
た
。
学
会
が
「
女
性
」

と
い
う
問
題
意
識
で
わ
き
立
っ
た
あ
と
も
、
著
者

は
「
女
性
」
と
い
う
視
点
を
抱
え
て
歩
み
続
け
て

い
る
。
先
に
紹
介
し
た
間
宮
史
子
氏
の
指
摘
に
も

あ
る
よ
う
に
、「
女
性
」
と
い
う
こ
と
ば
が
含
み
込

む
も
の
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
自
身
の
方
法
を
呈

示
す
る
こ
と
で
、
著
者
は
再
び
「
女
性
」
を
問
う

姿
勢
を
わ
た
し
た
ち
に
要
請
す
る
。
そ
ん
な
タ
イ

ト
ル
で
は
な
い
か
と
受
け
取
っ
た
。
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